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齋藤豊人さん(下手綱）

この直売会は､高萩アグリサービ

スで育てたものを､私たち4Hク

ラブが引き受けて開いたもので

す｡実も大きく今年のできはいい

と思います｡家族連れなど多くの

みなさんに楽しんでもらえたの

がとてもうれしいですね。
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転部 澗号市報

市
報
の
第
一
号
と
な
っ
た
『
高
萩
市
生

活
改
善
』
は
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
動
き

の
中
で
日
常
生
活
か
ら
無
駄
を
な
く
そ
う

と
い
う
新
生
活
運
動
の
機
関
紙
と
し
て
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
六
頁
の
こ
の
紙
面
に
は

「
手
近
な
台
所
の
工
夫
」
や
「
自
家
用
に

山
羊
を
飼
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
現
在
で

読み継がれて46年一

市報…これまで

第
一
号
は
新
生
活
運
動
の
機
関
紙

そじてこれから

は
ち
ょ
つ
と
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
記
事

が
載
っ
て
い
ま
す
。
編
集
は
当
時
の
農
林

課
で
、
農
家
の
生
活
改
善
の
た
め
の
記
事

が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
年
八
月
の
第
二
号
か
ら
は
現
在
の

『
市
報
た
か
は
ぎ
』
に
名
称
を
変
更
し
、

編
集
も
当
時
の
総
務
課
に
移
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
農
家
向
け
の

記
事
が
多
か
っ
た
内
容
か
ら
、
全
市
民
を

ー

対
象
に
し
た
い
わ
ゆ
る
行
政
広
報
紙
と
し

て
の
位
置
付
け
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
『
改
題
の
こ
と
ば
』
で
は
、
新

か
い
ち
ん

し
い
広
報
紙
を
「
市
民
の
意
見
を
開
陳
す

る
場
」
と
し
て
位
置
付
け
、
「
大
部
分
の
記

事
が
市
民
の
声
で
埋
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
あ
り
、
市
民
参
加
の
広
報
紙

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
四
六
年
。
こ
の
間
、
担
当
課

▲上の写真は、第一幼稚園の園児とその保

護者のみなさんに市報を持っていただいて

いるところです。8月号の市報では、同園

と高萩小堂校が開いたザリガニ釣りの様子

を掲載しました。これからも子どもたちの

楽しい話題をお届けします。

市
報
の
第
一
号
は
、
昭
和
三
○
年
九
月
一
○
日
に
発
行
さ
れ
た

『
高
萩
市
生
活
改
善
』
で
す
。
以
来
四
六
年
が
過
ぎ
、
こ
の
一
○

月
号
で
五
○
○
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
報
は
行
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
や
事
業
を
は
じ
め
、
学
校
や
地
域
な
ど
で
活
躍
す

る
み
な
さ
ん
の
様
子
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
市
報
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
改
め
て
そ
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
市
報
六
月
号
で
行
っ
た
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
栗
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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和田孝子さん（安良川） ね
O

表紙のカラー写真がいいです

ね。表紙につられてつい読んで

しまうところがあります。自分

の子と同じくらいの年齢の子ど

もが出ているとなおさらで、ど

この学校の子だろうと記事にも

目が移ります。表紙に限らず、

市報が届くと－通りは目を通す

ことにしています。

私は大阪からこちらに移り住

んでいるため、地元の風習や習

!|罠などに興味があります。ご年

配の方が持っている生活の知恵

や郷土の料理などを紹介してい

ただけるようなコーナーがあれ

ばいいですね。

諺

慾

｜
爾
民
廷

市
民
と

が
市
民
活
動
課
を
経
て
、
現
在
は
秘
書
課

に
移
り
、
ま
た
、
市
報
そ
の
も
の
に
も
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
Ｂ

五
版
だ
っ
た
も
の
が
市
制
施
行
三
○
周
年

記
念
号
の
昭
和
五
九
年
二
月
号
か
ら
Ａ

四
版
へ
変
わ
り
、
印
刷
で
は
平
成
四
年
四

月
号
か
ら
二
色
刷
り
、
そ
し
て
平
成
六
年

四
月
号
か
ら
は
一
部
カ
ラ
ー
印
刷
へ
と
そ

の
姿
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
市
民
参
加
の
広
報
紙
」
と
し
て
の

姿
勢
は
変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
、

今
日
の
広
報
紙
づ
く
り
の
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。

全
国
三
千
三
百
を
超
え
る
す
べ
て
の
市

町
村
で
発
行
し
て
い
る
行
政
広
報
紙
。
自

治
体
に
と
っ
て
行
政
広
報
紙
は
ど
ん
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
行
政

と
市
民
の
よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く

た
め
の
情
報
誌
と
し
て
の
役
割
で
す
。
行

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
目
指
す

’

政
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
こ
れ
か
ら

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
施
策
な
ど
を
住

民
に
周
知
し
、
必
要
に
よ
っ
て
は
意
見
を

求
め
な
が
ら
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
を
促
す
場
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
広

聴
機
能
を
広
報
に
生
か
す
手
法
は
、
行
政

の
情
報
公
開
が
進
む
中
で
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
言
葉
を
変
え
れ
ば

市
報
を
市
民
と
行
政
の
メ
ー
セ
ー
ジ
が
行

き
交
う
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
場
と

な
る
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

今
回
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
岡
田

勝
一
さ
ん
（
春
日
町
）
か
ら
「
『
私
の
意

見
・
提
言
』
の
記
事
を
毎
月
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
し
た
が
、
四
・
五
・
六
月
と
掲
載

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
楽
し
み
が
半
減
し
ま

し
た
」
と
い
う
意
見
や
、
「
行
政
側
と
市

民
と
の
や
り
と
り
を
毎
号
掲
載
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
」
（
匿
名
）
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
先
の
市

報
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で

へ

し
た
。
『
私
の
意
見
・
提
言
』
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
市
報
を
読
ん
で
気
付
い
た
こ
と
や
行

政
へ
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
担
当
課

が
回
答
す
る
も
の
で
、
市
民
と
行
政
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
場
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
投
稿
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
や
む
な
く
一
時
掲
載
を
見
合
わ

せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、
読
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
今
月
号
か
ら

『
読
者
の
声
』
（
八
頁
）
と
し
て
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
の
場
と
な
る
コ
ー
ナ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

こ
の
ほ
か
、
市
報
に
は
市
民
相
互
の
情

報
の
提
供
や
み
な
さ
ん
の
活
動
の
紹
介
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
支
援
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
市
報
で
は
『
読
者
の
広
場
』
や

『
み
ん
な
の
広
場
』
の
コ
ー
ナ
ー
が
そ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
多
く
の
市

民
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民

同
士
の
交
流
の
場
と
な
る
と
同
時
に
、
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
も
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
行
政
広
報
紙
の
役
割
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
五
○
○
号
を
契
機

に
改
め
て
原
点
に
立
ち
返
り
、
さ
ら
に
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
に
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
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★市報についてのご意見などがあればご記入ください。

※標記の－部について要約したところがありますので、

了承ください。回答は秘書課です。

■今市政がどこに努力しているのか、どんな予定があるの

か、行ってみようかと思うような行事はあるのか。文化会

館ガイド、こんにちは赤ちゃん、とっておきの場所などは、

市報の内容として適当でしょうか。 ［男性：高萩］

〈回答〉市の行っている、 あるいは行おうとしている施策

や事業を紹介するのは行政広報紙としての使命です。伝え

三
〃
｝

■写真を多くして文字を簡明にしている編集がよい。内容

は豊富ですが、欲張り過ぎてきゆうくつにならないようゆ

阜賦:蕊灘魏;厳環獣鳴線
色ある教員を紹介し寂がざふ■教育を市民サイドに引きをむ

､ ､ ､､鱗 _･ミ

リードをしてもらいたい6ご& :罰 ［斎藤暁夫さん：高萩］

(雛）■4段タテ組のシンプソしさを出した方が読みやすい。
ミ 、、

［男性：舂日噸！ ＊同意見［男性：下手綱］ざ
． 穂 、

〈回答〉少しでも多ぐの情報を:入れようとしてゆとりのな

い紙面になっで瓜葱溌恵溌紅ま手ので､今後注意け悪感#き
ます。 また、教育関係の記事は、 これまでも学校関係の行

事を中心に掲載しているところですが、今後は特色ある活

動や教師にも焦点をあてていきたいと考えています。

■記事には県外の情報も出していただけると嬉しく思いま

す。また、盲導犬や手話などのボランティア活動をされて

いる方の写真とかその活動状況の紹介があればいいと思い

ます。 ［佐藤千代子さん：石滝］

〈回答〉県外の記事の取り扱いについては､今後検討させ

ていただきます｡また､ボランティア活動については､適時

掲載しながらその活動を紹介していきたいと考えています。

■隣接する市町の広報紙と比べ、内容、 レイアウトとも抜

き出ている立派な市報であると思っています。しかし、厳

しい財政事|冑を考えた時､どうかなという思いもあります。

内容を簡素化し、紙面を削減できないでしょうか。

［大賀正盛さん：石滝］

〈回答〉頁数については、平成10年4月号にそれまでの20

頁から現在の16頁にしました。総頁数は印刷の関係で4頁

単位となりますので、現在の頁数を減らした場合は12頁に

なります。 これではお知らせで精一杯の記事になってしま

い、特集などを掲載することができませんので、今後も現

状の16頁としたいと考えています。

■市役所のいろいろな課の仕事や内容を詳しく知りたい。

本当に必要な課なのか、また新たな課を作る必要はないの

か、市民の声も間いてみたい。 ［若松利夫さん：島名］

(龍）■市職員を各課ごとに紹介し、仕事に取り組む心構え

なども載せてほしい。 ［匿名］

〈回答〉これまで市役所の課長・係長・新規採用職員など

をシリーズで登場させ、担当している仕事の内容を紹介し

たことがあります。今後は改めてそのような企画を立てて

いきたいと考えています。

■山間部の牧畜業者など広い高萩の辺地を紹介してほしい。

［若松聖司さん；島名］

〈回答〉牧畜業に限らず農業や林業など市内の産業のよう

すを紹介することがほとんどありませんでしたので､今後は

辺地の紹介と合わせて取り上げていきたいと考えています。

■毎月市長から市民へ、市民から市長への一言のコーナー

があってもいいと思います。 ［蛭田まゆみさん；大和町］

〈回答〉以前掲載したような『市長随想』などのコーナー

を考えていきます。

■読者情報がとても良いコーナーだと思います。これから

も続けてもらいたいです。 ［女性：石滝］

〈回答〉読者情報は市役所以外のお知らせ版です。紙面に

限りがありますが、今後とも継続していく予定です。

問
ふ
い
、
は
、
ナ
の

の
て
て
に
一
；
も

方
し
い
《
ら
。
る

題があれば反省し、みなさんに分かりやすい内容に

きたいど考海いま：玄蕊忍交花会館ガイドにつ
、事業の案内として必要なものと考えています。 さ

｢こんにちは赤ちや為三竿「どっておきの場所」の

一は、親しみやすい蝿づくりのために連載してい
ですのでご理解くだきい°…＆〆 Ⅱ

■市報の綴じ方を右側綴じから左側綴じに変更してほしい。

(ﾌｧｲﾙすると認が耐になうてじま労蕊[男！|鋸本町］＊同様他1件。

〈回答〉基本的には右綴じによる縦書きとしていますの

で、ご理解ください。裏表紙やスポーツの結果など一部に

横耆きを使っていますが、 これは紙面が単調になることを

押さえているためです。

■今後の高齢化社会を考盧して大きな活字を使ってほしい。

［男性：高萩］

〈回答〉現在の紙面では、特集やお知らせに大きな文字を

使っています。 しかし、全頁にわたって大きな文字を使っ

た場合は、紙面が足りなくなることが予想されますので、

現状で対応させていただきたいと思います。

■今､読まれている本の紹介の記事を載せてほしい｡[匿名］

〈回答〉図書紹介と合わせて図書館コーナーで取り上げて

います。

■紙面に市内の死亡届を掲載してほしい。 ［匿名］

〈回答〉他市町村の行政広報紙には出生や死亡に関する記

事を掲載しているところもありますが、個人のプライバシ

ーについて問題になっているとも聞いています。これらに

ついては、今後の検討とさせていただきます。

■放置自転車の現状を取材してほしい。 ［女性：島名］

〈回答〉不法投棄の現状と含めて放置自転車の特集を検討

していきます。

■美味しいお店を紹介してほしい。 ［匿名］

〈回答〉美1床しいお店というものを特定するには、個人差

もあり市報では難しいと考えています。

■常会の紹介や、意見などを載せてほしい。 ［匿名］

〈回答〉常会は数が非常に多いので、個別に紹介するのは

難しいと考えています。 しかし、みなさんの意見などにつ

いては、積極的に掲載していきたいと考えています。

鍾堅

＝

［その他の意見］

■毎月、興味深く読んでいます。表紙の大きな写真が印象

的です。 ［鈴木節子さん：安良川］

■このアンケートはとてもよい企画だと思います。

［女性：赤浜］ ＊同様意見他2件。

■顔写真入りの人物を紹介したり、市民の身近な話題を入

れてあって、 とても親近感のあるよい市報だと思います。

［男性：束本町］ ＊同様意見他3件。

●その他市職員、葬祭場の管理状況（いずれも匿名）に

ついて記事掲載の要望がありました。

※市政への意見や要望については、その

§雪》わせて次号(11月号)に掲載します。
＃

晒I
■■■



轄集市報鋤号 『市報』読者アンケート
画今月の市報が届いたのはいつでしょうか。
□6月10日前□10日~15日□15日~20日

□それ以降（ 日）

函これまでの市報-で興味のあった記事は何でしょう力
（特集やｺｰﾅｰなど｡*複数可）

"W"'W
…
…
， 函市報で-番最初に読むところはどこでしょうか。 §

口特集□お知らせ□その他（ ） ；

I
画市報に掲載してもらいたい記事は何でしょうか。 （*複調）
．行政の話題口市民の話題□まちの歴史や自然

口学校のようす口団体やｻｰｸﾙ紹介

！
□その他（ ）

函現在の紙面は読みやすいでしょうか。

口読みやすい□ふつう口読みにくい

＊｢読みにくい」と答えた人はその理由 §

：
（

★市報や市政へのご意見ご要望があれば記入ください｡

ンケニミ畷恥f漣闘 読者ア

市報6月号に添付した読者アンケートについて、ご協力いただきありが

とうございました。

回収は73通でしたが、その中にはたくさんの慧見が出されていました。

これらの意見は、今後の市報の紙面づくりとまちづくりに生かしていきた

いと考えています。

その結果や内容について紹介するとともに、市報へ寄せられた要望や意

見についての回筈をお知らせします。

靴

魂
氏
驚
凸
田

*この内容を市報に掲載してもいい~でしょうか｡

口意見･氏名ともに可 '.意見のみ可口不可 評
遇
．
呼
穐
狩
蝉…=霊=＝＝＝読者アンケートの概要＝鍾乏＝＝雲＝＝帯 ご協力ありかとうこ．ざいました

側

付
琴
》

添て

し
菱

と
枚
》

旧
キ
万
《
３
力
１
，

月
八
約
》

７
に
に
《

一
口
弓
告
市
蓉

日
月
世
一

癖
燕
罹
蔀
仰毒壼

勵
湖
蜘
鋤
一

期
方
枚
枚
一

跡
岬
酔
唖
一…

《

→この設問は、読者が最初に興|味を持って読むところを知

るために設けたものです。現在の市報は、見開きの特集か

らまちの話題、各種コーナー、そしてお知らせと続いてい

ます。結果としては、表紙から始まって順序よく開いてい

く人が多く見られましたので、基本的には現在の流れで紙

面を作っていきたいと考えています。

なお、 「その他」では10人が『表紙から』と記入され、設

問の項目の中で「表紙」と入れた場合は、 もっと多くの人

がチェックされたかと思います。その意味では設問の項目

に足りなかったものがあると反省しています。

側
臥
照

：
ー

面、今月の市報が届いたのはいつでしょうか。

□6月10日前…56

□10日～15日… 11

□15日～20日… 4

□それ以降 … O (※回答なし…2)

※この設問は、市報が市民に届く時期を確認するために設

けたものです。現在、お知らせ記事についてはほぼ15日を

目安にその以前の内容は前月号に、 また15日以降の内容は

当月号に掲載しています。今回の回答では15日までにはほ

ぼ届いていますので、お知らせ記事の掲載時期に当たって

は、現在の考え方で進めていきたいと思います。

なお、 この設問で回答のなかった2人については、常会

等に入っていないために市役所窓口等にとりにきたと記さ

れています。

Wn市報に掲載してもらいたい記事は何でしょうか。

口行政の話題 ・ ・ ・ 43 （＊複数可）

口市民の話題 。” 37

□まちの歴史や自然 …33

口学校のようす … 10

口団体やサークル紹介… 18

□その他… 9 （高萩の味の紹介／育児に関する｣|胄報

／消費者相談／行政の仕組み／寺社・仏閣の紹介／詩・短

歌などの市民の投槁コーナー／新しい事業所や店舗・老舗

の紹介／出生届と死亡届／まちの移り変わりを写真で紹介）

弓この設問は、今後の特集の|人l容や各種コーナーを作る参

考にするために設けたものです。行政や市民の話題、 まち

の歴史や自然の紹介に多くの掲載要望が出されましたが、

それらについてはこれまでの紙面づくりの中でも積極的に

取り扱ってきたものですので、今後は、現状の紙面を充実

していきたいと考えています。

なお､｢その他｣に見られるそれぞれの意見については､今

後の紙面づくりの中で検討させていただきます。

唾Uこれまでの市報で興味のあった記事は何でしょうか。

（特集やコーナーなど。 ＊複数可） ※（ ）は件数

[回答内容］ 山崎猛さんの記事／赤水先生などの事績（2）

／小山ダムの定礎式(4)／みんなのひろば(5)／企業と若

人／満点パパ･ママ／ゴミの記事／イベント特集／’|胄報宅

配便(5)／予算特集(2)／健康小話(4)／クローズアップ

この人(2)／花の便り（2）／土岳のような工事関係／私の

提言･意見／日曜当番医／家電製品のリサイクル／まちの

自然や歴史(2)／元気なお年寄りのクローズアップ／交通

安全の記事／表紙の年賀状紹介(1月号)／高萩市出身の著

名人／学校の様子／市職員の紹介／市民アンケートの結果

(平成12年9月号)／スポーツの結果／今月の花／読者!|胄報

※これまでの記事で印象に残った特集やコーナーを記載し

ていただく設問でしたが、次の[Q3]の「最初に読むと

ころ」との混同もあったように思います。全体的には、 ま

ちの自然や歴史、 そして人に関する記事に興味を持ってい

るように思われます。

ー

函現在の紙面は読みやすいでしょうか。

口読みやすい…36

□ふつう …33

口読みにくい… 4

＊｢読みにくい」 と答えた人はその理由

（バラバラとした感じ／記事が多く雑然としている）

→約半数の人が「読みやすい」と答えています。意見の欄

でも、全体の文字が大きくなったために読みやすいという

意見があり、全体的には良い印象を受けているものと判断

しています。 しかし、指摘されているように記事（文字）

の詰め込み過ぎがあるのも事実で、今後はすっきりした紙

面づくりに心掛けていきたいと考えています。

剛市報で一番最初に読むところはどこでしょうか。
口特集 …34

□お知らせ…25

□その他 … 14（表紙・日曜当番医など）
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平國04里④目0国なら

国民年金が変わります！一室、

0，

茨城国民年金マスコットキャラクター 市呂課国尽圧金係面23－21 16
｢フクちゃん」

…蟻

平
成
叫
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
国
庫
金
と
し

て
直
接
国
へ
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
会
計

課
窓
口
や
市
職
員
は
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

蜜

高
萩
市
か
ら
社
会
保
険
庁
に
口
座
加
入
者
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、
『
振
替
先
』
が

国
に
な
っ
た
こ
と
や
振
替
を
希
望
し
な
い
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
の
納
付
書
は
市
が
独
自
に
作
成
し
、
送

付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
Ⅱ
年
度
か
ら
の
納
付
害
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
直
接
送
ら
れ
ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
は
、
今
ま
で
の
金
融

機
関
に
加
え
、
郵
便
局
、
労
働
金
庫
な
ど
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

。
、
ｌ
ノ
司
ノ

湿
ま
厘
稚
過
唾
鄙
蹄
翻
緬
毒
産

識
澪
蕊
計
鍔
諏
離

ー

納付書

／平成
●
納
付
方
法
に
つ
い
て
●

13年度の納付薑にっ
、

いての問い合わせは、市役

所市民課国民年金係へ、過

年度分の納付薑について

は、社会保険事務所へ問い

合わせてください。
、 ノ

／納付書の発行は社会保険庁
となります。再発行や分割

納付の相談、その他、納付

薑に関することは、社会保

険事務所へ問い合わせてく

‘ださい。
、

ｰ

３
・
■
自
主
納
付
の

鯵篝拳霧年金の相談会を

開きます霧蕪蕪篭

平
成
凶
年
３
月
中
に
は
、
国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
直
接
、

納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
．
納
期
限
を
守
っ
て
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
付
は
『
口
座
振
替
』
に
よ
る
納
付
が
安
全
で
便

利
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

誇
淺
蕊
鐡
溌
織
毎
蕊
稚
戚
畷
箪
蝋
蕊
慮
蕊
鴬
驚
蕊

平
成
叫
年
４
月
か
ら
納
税
組
合
を
通
じ
た
年
金
の
納
付
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
納
付
書
は
す
べ
て
個
人
あ
て
に
送
ら

れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
な
い
『
口
座
振
替
』
に
よ
る
納
付
を
お
勧
め
し

ま
す
。

国民年金や厚生年金の加入期間は、確認していますか。加入

期間が不足していると､年金を受けられなくなってしまいます。

年金を受ける年齢になったら、社会保険事務所や市役所市民課

国民年金係で加入期間の確認をしてください。 また、保険料の

納入の取扱いも相談会で行います。

争日 時 1 1月6日（火）、 7日 （水）

午前9時30分から午後3時30分まで

■ 糸会 場 市民相談室 ポ'＃
瀞

？＊用意するもの印かん、年金手'脹 ‘ "溌′
，‘鎌

＊厚生年金の加入期間について照会を希望する人は、勤務し

た事業所や勤務先などを事前に調べておいでください。

鴬
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経
済
的
な
理
由
か
ら
納
付
が
困
難
な
た
め
、
『
免
除
申
請
』

を
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
前
年
度
の
所
得
を
基

礎
に
し
な
が
ら
も
、
『
会
社
の
倒
産
、
営
業
不
振
、
無
職
、
病

気
に
よ
る
医
療
費
負
担
』
な
ど
を
『
特
別
事
情
』
と
し
て
免

除
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
平
成
Ⅲ
年
度
か

ら
は
、
前
年
度
の
所
得
だ
け
が
免
除
の
判
断
基
準
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

免
除
の
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊
学
塗
迩
納
蕊
蕊
溌
擁
蕊
鍵
蕊
溌
迩
霞
登
記
。
？

（平成'4年度からの｢経済的理由による免除(-職馳の基準所得額）
●
免
除
申
請
に
つ
い
て
●

所得額 300万円以上0～158万円未満 '58～300万円未満

全額免除

※年金は免除期間

の1/3が支給さ

れます。

半額免除

※保険料を納めた場

合、半額免除期間の

2/3が支給されます。

免除種別 免除却下

免除の申請は、平成14年5月中に行なってください。
’ll l,〆lll,〆lll,〆'''1″''1，″ltl,〆' ''1〆''1,〆' ',,〆'',,〆'1,1〆11,,〆'',,〆'1,,〆'' ,,〆'',1〆''1 ,〆'' ,,〆'',!〃'' ,,〆' ',,〆''1,〆'',,〆' ,,!"',1,〆i,,,〆',,,〆',,,〆' ,,,〆'' 1,〆'1,,〆

,副…忠つ1 計腎陛珪琴れる年金がいくらになるのか
1'1 11〆' 111〆'''1〆' ''1〆'11 1〆'''1〆' ''1〆'1$l〆1 11 1〆lll,〆11',〆lll ,〆111,〆1111〆1111〆lllI〆111,〆111,〆'11,〆11 1,〆1 111〆111,ダ11 1,〆1 111〆111,〆111 ,〆111,鐸111,〆l ilI〆''1，〆11 ,,〆

804,200円

蝿鰯) ／保険料納付済月数+免除月数汀'/3＝‘5歳からの支給加入可能年数×12月 年金額（年額）

*平成13年度Ⅲ賂 ＊加入可能年数…昭和16年以降に生まれた人の加入可能年数は､ 40年になります。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
配
偶
者
は
『
第
３
号
届
』
を
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
納

付
す
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
届
け
出
は
、
事
業

主
の
証
明
を
受
け
、
市
役
所
に
届

け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
Ｍ
年
４

月
か
ら
夫
（
妻
）
の
勤
務
す
る
事

業
主
が
届
け
出
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

健
康
保
険
の
「
被
扶
養
配
偶
者

届
」
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
処
理
しや恥

ま
す
の
で
、
届
け
出
漏
れ
な
ど
力

発
生
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

ー

…識難

保険者：年金制度を運営しているところ。圧｜

民年金の場合は、国（社会保|険庁)。

被保険者：年金に加入している人。 I玉|民年余の

被保険者は、 3種類に区分されてい

ます。

蟻第1号被保険者：日本国内に住所のある20

歳以上60歳未満の人で、第2号被保|坑者、第

3号被保険者に該当しない人。

＊自営業を営んでいる人など。

霞第2号被保険者：厚生年金や共済組合などに

加入者している人。

＊サラリーマンや公務員など。

●第3号被保険者：第2号被保険者の扶養に

なっている配偶者で、 20歳以I=60歳未満の人。

■＊サラリーマンや公務員の妻など。 ■

(現在）
第3号柵聯者今事業主証明今市役所今社会保険事務所

(両産耳一日m
第3号椴保険者今事業主証明今社会保険事務所

:蕊繊鰄溌｡蕊鐵費蕊慧鴬蕊蕊鉾霧塞謹*蕊鍔溌譲議難識溌鍾織：鐡謎f:f､ …

ー

今
ま
で
、
基
礎
年
金
の
請
求
は
、
加
入
期
間
の
中
に
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
加
入
期
間
な
ど
が
あ
る
場
合
以
外
、
市
役

所
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
死
亡
届
・
未
支
給

年
金
の
請
求
も
市
役
所
で
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
Ⅲ

年
４
月
以
降
は
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

昭
和
例
年
４
月
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
の
死
亡
届
や
未
支
給
年
金
の
請

求
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
死
亡
時

に
生
計
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
た
人
は
、
未
支
給
年
金
の
請

求
が
で
き
ま
す
。

＊
昭
和
佃
年
３
月
末
日
ま
で
に
国
民
年
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
の
死
亡
届
な
ど
の
手
続
き

は
、
す
べ
て
市
役
所
市
民
課
年
金
係
で
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
だ
け
に
加
入
（
第
３
号
被
保
険
者
期
間
を
除
く
）

し
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
役
所
で
受
け
付
け
が

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
期
間
の
中
に
第
３
号
被
保
険
者
の
期
間
が

あ
る
人
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

職
蔦
巷
錨
基
礎
雫
釜
の
請
求

認
獄
踊

雪
年
金
の
改
正
に
関
す
る
問
合
わ
せ
宍

噂
市
民
課
国
民
年
金
係
召
（
鱈
）
２
１
１
６

参
茨
城
社
会
保
険
事
務
局
日
立
事
務
所

画
０
２
９
４
（
別
）
２
１
２
５

撒
蘓
壷
綣
隼
全
、
請
褒
唾

誉

蕊
驚
驚

蕊
駕
篭

7



蕊 蕊蕊蕊準嶽安
〕事業は、平成12

た。今後は、公債

昭和58年度から実施してきたこの事業は、 耳

年度をもって換地処分が完了しました。今後は、

費の事務処理を行っていきます。

収入 1億2,000万円

支出 1億1 ､800万円鱗繊惣嬬別会計＞
粥群｡?

多くの人に利用されている高浜運動広場の駐車場が

不足していることから、 日本国有鉄道清算事業団の所

有地を駐車場用地として平成9年度に先行取得し、そ

の借入金の元金償還などを行いました。

収入 1 ,645万円

支出 1 ‘645万円

…蕊f蚤■
介護保険は40歳以上の人の保険料と国・県・市のお

金で運営されています。介護を必要としている人に介

護サービスを利用する費用として充てました。

収入8億8,300万円(保険料収入3億900万円）

支出 8ig2,800万円(介護給付の支出 7億4,800万円）
灘識 ＜特別会計＞

国民健康保険加入者のみなさんが納めたお金と国や

市からのお金を、病気の治療に要した医療費や予防衛

生費等に充てました。

収入21億7,600万円

支出20億6,000万円

◇加入者(年平均) 11 ,070人(前年度より221人増）

◇－人当たりが納めたお金 74,481円

◇－人当たりに使ったお金186，111円

（医療費に173,394円その他に12，717円）

竜〆

議議蕊灘 ＜企業会計＞弓調 三鄙＝三

…蕊騨蕊鷺鴛漂

主な財源は、みなさんからの水道料金です。平成12

年度の給水件数は前年度と比較して109件増え、水道

普及率は97.3％になりました。また、 1日最大配水量

は13,291rrfに達し､家庭などで使われた水は1日平均

1 1 ,013m3で、中学校のプール約37杯分に相当します。

新たに設置した配水管は約1 .3kmになりました。

藍諏懸襄…f好1℃"＜特別会計＞’
70歳になると、どの健康保険に加入していても、医

療は老人保健の対象になります。老人保健では、 自己

負担を除いた医療費の7割を加入している健康保険が

負担し、2割が国残る1割を県と市で負担しています。

収入34億1 ,000万円

支出33億8,600万円

◇該当者(月平均) 4,490人(前年度より133人増）

◇－人当たりに使った医療費740,286円

（入院費に344,338円その他に395,948円）

|驚灘蕊蕊蕊蕊蕊鍵蕊

| 収蓋釣収童 ｜ :感豐
…蕊 癖

収益的
鍵譲灘議

6億7,000

支 出 ’／、

ー

雪

議篭
群

藍…灘圃く企業会計>:｛
高萩市と北茨城市の共同事業による同企業団は、大

北川を水源として運営しています。平成12年度末で

は、中郷工業団地に1日6,579㎡を配水し、今後は分

讓中の赤浜と南中郷の工業団地への配水を計画中です。

＜企業会計＞
■目ロ

ロ回

蕊誉測二

松久保工業団地など7つの事業所に送っている工業

用水は、主に工場の冷却水や洗浄水などに使われてい

ます。 1日平均の配水量は17，485㎡、 1日の最大配水

臺は20,000㎡となっています。

灘灘蕊譲驚溌溌蕊蕊蕊蕊

収蓋的収支 （鰯豐鮒

資杢郵支一一震一一

蕊簿謹蕊議蕊
1億2,000万円

（維持管理費など）

1 ,000万円

(企業債償還金など）

収益的収支

…擢撃 品芦？”寺L設偲躍出』 …町r〒…評…… ､､弓寺澤ア別宰哩…芦…… 色 硬誤………

歳入21億4$200万円 歳出 19億1 ,000万円高萩市・十王町事務組合
決算額 灘E頁Ⅱ？{if〆劇ff 決識算額

同事務組合では、ゴミやし

尿の処理、災害や事故発生に

備えた消防や救急業務、そし

て斎場の管理などを行ってい

ます。

防 費
､､|ノ

>月

使用料及び手数料

8

穂別会計と企業会計

国民健康保険事業や水道事業などは､特別会計と企
業会計で行っています｡事業費は､国の補助金や税金、

使用料､一般会計からの繰入金などで運営しています。

資本的Ⅱ 支
2億200万円

(企業債など）

4億5,700万円

(工事費など）

万円
(水道料金など）

6億4,900万円
(維持管理費など）

蕊蕊蕊

燕

2億4,200万円

(料金など）

､資本的ﾘﾇ識
3億6800万円

(企業債など）
4億2‘200万円

(建設費など）

支 出

2億4,000万円

(電気料など）

項
鰯＃

溌騨

…由職…<督劉“<枇母酔跡由…

日

分 杷 令

国庫補助金・諸収

入・組合債など

16億9600万円

3億9,200万円

衛生費（し尿・塵芥
u理施設・斎場）
み、 ノコー今 直 言

総務費など

8億5‘500万円

7億6,100万円

2億2,800万円



鱸

鍵鍵鍵蕊議鍵

平成12年度の一般会計・特別会計・水道事業会計など

の決算がまとまり、 9月の市議会定例議会や組合議会で承

認されました。みなさんの税金や国・県からの交付金、補

助金がどのように使われたのか報告します。

一般会』計 鍵騨驚蕊驚蕊蕊驚蕊

一般会計は、高萩市の財政運営の中軸をなすものです。市で行

う福祉、教育、都市整備などの基本的な行政サービスにかかる経

費の大部分を賄うのが一般会計です。

‘清流の郷花貫物産ｾﾝﾀｰ、
平成12年度事業で完成した同セン

ターでは、季節の野菜や山菜などを

直売しています。
《匙二ﾆﾆ ﾆ 二 二 一 一 一 ノ

ー

国
也
／
Ｉ

※国・県支出金には、特別地方消費税交付金を含む。

｡鍵雷溺鱸鶴蕊菫な弓裳 ＊]万円未満は四捨五入
・総合福祉センター建設事業

(平成9年度~12年度継続事業） 9億2,080万円
f

･インフルエンザ予防接種推進費補助金

380万円

●消防設備整備事業 3,397万円

●交通安全施設整備事業 8,447万円

・都市計画道路3． 5 ．3号石滝本町線

外1路線整備事業(写真右） 2億7,009万円

●山村振興等農林漁業特別対策事業

（清流の郷花員物産センター) 9,140万円

●国補林道烏曽根線開設事業 1億4,425万円

･小。中学校校舎整備事業 2,951万円

･文化会館外壁および舞台照明設備
． ： 、

必改修事業 1億3,209万円
rijが■ 〃
愚歳舎外壁･屋上改修事業 1,632万円

、

'義務的経費（395%） 投資的経費（241％）
51億6,400万円 31億5,200万円

人件費 単独の普通建設事業費

24億9,700万円 26億5,900万円

扶助費 補助の普通建設事業費

12億1 ‘000万円 2億9,700万円

投資的経費（241％）

31億5,200万円

その他の経費（36.4%）

47億6,100万円

物件費

11億7‘300万円

その他の経費（36.4%）

47億6,100万円
ー

補助費等

17億3》400万円

国県事業負担金

1億3,400万円

繰出金公債費

15億2‘400万円14億5‘700万円

災害復|日事業費

6,200万円

積立金等

3億3,000万円
ノ匙
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標
高
五
九
九
・
七
メ
ー
ト
ル
の
士
岳
。
古
ケ
ヤ
キ
群
の
前
に
広
が
る
こ
の
面
積
は
、
約

く
か
ら
身
近
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
四
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
敷
地
に
キ

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ヤ
ン
プ
サ
イ
ト
一
四
基
を
は
じ
め
、
蒸
発
散

る
こ
の
山
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
式
の
ト
イ
レ
、
わ
き
水
を
浄
化
し
て
使
う
炊

あ
ず
ま
や

土
岳
へ
の
登
山
は
、
中
戸
川
地
区
や
小
滝
事
場
、
太
平
洋
を
望
む
四
阿
、
そ
し
て
管
理

沢
地
区
か
ら
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
一
棟
な
ど
快
適
な
キ
ャ
ン
プ
活
動
を
楽
し
む
各

般
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
小
滝
沢
か
ら
の
登
種
の
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
す
．
こ
こ
か
ら
山

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

山
道
は
一
部
に
急
峻
な
道
が
続
き
、
ど
ち
ら
頂
ま
で
は
四
六
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
幅
の

か
と
い
え
ば
健
脚
向
き
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
広
い
疑
木
の
階
段
が
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

い
ま
す
。
ま
た
、
土
岳
の
山
頂
は
そ
の
昔
、
先
程
の
ケ
ヤ
キ
の
木
々
が
眼
下
に
見
え
て
く

馬
の
放
牧
地
と
し
て
草
地
が
広
が
っ
て
い
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
も
な
く
山
頂
で
す
。

土
啓
畔
鯉

し
聡懸

広
場
の
面
積
は
、
約
五
千
平
方

し
た
が
、
そ
の
後
、
放
牧
地
と
し
て
の
利
用
メ
ー
ト
ル
。
緩
や
か
な
傾
斜
に
沿
っ
て
広
が

じ
ゅ
う
た
ん

が
な
く
な
る
と
、
大
人
の
背
丈
ほ
ど
に
伸
び
る
芝
生
の
広
場
は
、
さ
な
が
ら
緑
の
絨
毯
の

た
篠
で
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
一
際
目
を
引
く
の
が

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
も
っ
と
気
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
。
丸
太
造
り
の

軽
に
上
岳
の
自
然
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
周
囲
の
景
観
に
溶
け
込

よ
う
周
辺
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
む
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
遠

事
が
進
む
新
し
い
土
岳
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。
く
筑
波
山
や
日
光
連
山
の
ほ
か
、
冬
季
に
は

■

新
し
く
整
備
さ
れ
た
坂
ノ
上
登
山
口
は
、

中
戸
川
地
区
と
大
能
地
区
を
結
ぶ
林
道
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の

道
は
幅
五
メ
ー
ト
ル
で
、
車
の
乗
り
入
れ
が

で
き
る
の
は
、
入
り
口
か
ら
二
四
○
メ
ー
ト

ル
先
に
整
備
さ
れ
た
駐
車
場
ま
で
。
こ
の
先

は
幅
三
メ
ー
ト
ル
と
少
し
狭
く
な
っ
た
道
を

歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
駐
車
場
か
ら
三
八

○
メ
ー
ト
ル
の
道
程
を
歩
い
て
登
る
と
、
目

の
前
に
大
き
く
広
が
る
平
坦
な
台
地
が
現
れ

ま
す
。
こ
こ
が
け
や
き
平
で
す
。
林
立
す
る

》
｛
》

蝉

蓮
曄
》

》
“
や

〉

一

勺

、
．
、
、
騨蕊
歴
Ｌ

註
必
咋
群
一
乃
三
識
、

や
証
》
み
ぶ
の

峠
、
零
魚
塲

鴛
が
一
；
ブ
》

詫
溌

土岳登山道と周辺図 運
が
よ
け
れ
ば
富
士
山
の
姿
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
の
山
頂
整
備
で
は
こ
の
展

望
台
の
ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
付
き
ベ
ン
チ
や
自

然
木
の
ベ
ン
チ
な
ど
が
随
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
周
囲
の
山
々
を
指
し
示
す

円
形
の
案
内
板
も
設
置
さ
れ
、
雄
大
な
パ
ノ

ラ
マ
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■

車
を
置
い
て
三
○
分
足
ら
ず
で
山
頂
、
そ

こ
か
ら
展
望
台
を
通
し
て
広
が
る
大
パ
ノ
ラ

マ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
土
岳
。

こ
の
コ
ー
ス
の
オ
ー
ブ
ン
は
、
一
一
月
下
旬

の
予
定
で
す
。

鑿
10



捨てない-葎｡．
嗣
繩
鮎
儲
調
謡
瀦
調

出
会
い
ま
し
た
．
そ
の
場
に
い
た
子
ど
も

た
ち
の
話
で
は
、
三
・
四
日
前
に
こ
の
場

で
五
匹
の
子
猫
を
産
み
、
そ
の
後
一
匹
の

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
現
在
は
四

匹
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
体
長
一
○
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
ま
だ
目
が
開
か
な

い
愛
く
る
し
い
子
猫
た
ち
は
、
盛
ん
に
母

親
の
乳
首
を
捜
し
な
が
ら
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

当
時
、
こ
の
母
猫
は
首
輪
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
姿
を
見
た
近
所
の

人
が
見
か
ね
て
ノ
ミ
よ
け
の
首
輪
を
付
け

て
あ
げ
た
と
の
こ
と
。
ど
う
や
ら
、
こ
の

母
猫
は
捨
て
ら
れ
た
後
に
出
産
し
た
よ
う

牛
き
物
を
飼
う
あ
な
た
に
は
、

責
任
が
あ
り
ま
す
。

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
す
。
あ
た
り
ま
え
の
話
で
す

が
、
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
命

を
捨
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皮
肉
な
こ
と
に
捨
て
ら
れ

た
命
が
、
ま
た
新
し
い
命
を
生

ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

状
況
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
問
題

は
猫
が
子
ど
も
を
生
ん
だ
こ
と

よ
り
、
そ
の
母
猫
を
捨
て
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
．
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
に
あ
た
っ

て
は
、
生
涯
そ
の
ペ
ッ
ト
と
付
き
合
う
と

い
う
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

囲
郭
鮠
瀧
域
鯲
隣
荊

に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
の
動
物
た
ち
。
し

か
し
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
飼
い
主
の
身

勝
手
な
管
理
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
社
会

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
先
の
捨
て
猫

や
捨
て
犬
を
は
じ
め
公
共
の
場
所
や
他
人

の
土
地
、
建
物
を
汚
す
「
ふ
ん
」
、
そ
し

て
放
し
飼
い
な
ど
で
す
。

「
ふ
ん
」
の
後
始
末
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
何
度
か
市
報
を
通
じ
て
飼
い
主

の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
後
も
市
役
所
あ
て
に
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ふ
ん
」
の

ー

始
末
は
、
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
ま
ち
を

汚
さ
な
い
た
め
に
も
飼
い
主
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
市
民
か
ら
「
夜
道
で
放
し

飼
い
に
さ
れ
た
犬
に
出
会
い
怖
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
犬
を
放
し
て
散
歩
の
つ
も
り

な
の
で
し
ょ
う
が
、
止
め
る
よ
う
に
市
報

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
放
し
飼
い
の
犬
は
、
「
か

み
つ
き
事
故
」
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
実
際
の
「
か
み
つ
き
事
故
」
で
は
、

そ
の
原
因
の
多
く
が
飼
い
主
の
飼
育
管
理

や
し
つ
け
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
．
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
犬
の
本

能
や
生
理
・
習
性
を
理
解
し
て
飼
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
あ
の
児
童
公
園
の
猫
の
親
子
に

話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
の
子
猫
を
飼
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
こ

の
親
子
を
見
守
る
子
ど
も
た
ち
が
、
通
り

か
か
っ
た
大
人
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

だ
れ
か
に
こ
の
命
を
救
っ
て
も
ら
い
た
い

一
心
の
切
な
い
願
い
で
す
。
心
な
い
大
人

が
捨
て
た
命
を
、
子
ど
も
た
ち
は
守
り
続

け
て
い
ま
す
。

ー

駅前の放置自転車引取りについて
､ 皇八八八 入人

都市計画課では、駅前周辺の環境美化

活動の一つとして、 7月から8月にかけ

て高萩郵便局前のはばたき公園と歩道、

イトーヨーカドー前の歩道に放置されて

いた自転車を市役所へ移動しました。そ

の後、これらの自転車については随時引

取りに応じているところですが、9月20

日(木)現在で、まだ44台の自転車が残っ

ています。心当たりのある人は、都市計

画課までご連絡ください。

－まだ44台の自転車が残っています－

なお、引取りの期限は平成14年1月末

日で、これ以降は処分させていただきま

すのでご了承ください。

雨

駅前周辺の歩道や公園内は、駐輪禁止

となっています。歩行者の安全や周辺環

境の保全のためにも、これらの区域には

駐輪しないようみなさんの協力をお願い

します。

都市計画課画23-7034

、
i l
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新しい教育委員に

鈴木廣美さん(上君田）
●●●●●●⑳馨懲謬翰霧畿鯵鰯鯵鯵鯵鯵鯵鯵鱗騨‘#，

教育委員は、市の教育行政への取

り組みについて意見を述べる重要な

役割を担っています｡｢学校教育や生

涯教育など直面する課題に一つずつ

取り組んでいきたい」と鈴木さん。

［任期は、平成17年9月30日まで］

・市政案内旧曜当番医など)テレフォンサービス

523-1151，23-1152

●火災･災害情報案内密24－0019

,誘噌y蕊甜噌･塁騨､髄澤蕊灘fも黙鷺銘印･『むく,難み 韓晶群蕊’織総蜂醗辮蕊#溌鮮秘.欝騨簿潔 ､噌蟻鷲禅鰐對鍬勢溌蕊､華篭噌#湖

失語症者への理解と交流を開める

会場の日立シビックセ

ンターには、本市の6人

をはじめ関係者など550

人が参加。講演会やアト

ラクションを通して失語

症者への理解と交流の輪

を広げました。

村岡通男さん(本町)が
全国都市監査委員会表彰を受賞
●●●●●●●③e③⑳③鐙④鐙●争砂畿露翰嬢蕊

村岡さんは、平成2年9月から市

監査委員として職務に精励され、そ

の活動の実績が認められて今回の受

賞となりました｡｢受賞はみなさんの

お陰です。 これからも公正な立場で

職務に臨んでいきます｣と村岡さん。

競耆の雷
コジ

＊市報6月号のアンケード
(自由意見)が ら

■現在の市報は､表紙と裏表紙がカラーとなっていますが

広告を取ってオールカラーにできないでしょうか。

［上遠野長政さん:副］ ＊同意見［女性:高剛]。

〈秘書課から〉行政広報紙への広告掲載については、長崎

市や新津市(瀧県）など一部の自治体で導入しているところ

があります。 しかし、経費の一部負担を目的とするより、

実際はダウン誌のような柔らかい紙面づくりのために導入

していると聞いています。また、行政広報紙はその経費が

公費で賄われるからこそ、主体が明確で意味があり、商業

広告を掲載しないことで、紙面のイメージと公共性が保た

れているものと考えます。

以上のことから、現状では広告を取ることによって全ペ

ージカラーにする考えはありませんのでご理解ください。

T

中山氏ゆかりの場所を見学

8月26日（日）
のぶよし

松岡の殿様として親しまれている中山信吉氏と
ちかん

の縁で交流のある飯能市から来市したのは、智観
じ

寺の住職や役員、市職員など16人。当日は竜子山

城跡や丹生神社などを見学しました。

礎

鮮

恥

演

岬

弼

辮

坪

（
》

みよし高萩手綱店ギャラリー522-3993
しゅんこう和紙作品展

とき／開催中～10月31日(ﾎ） 9：00～18:30

常陽銀行高萩支店窓口ロビー冠22-2211
85歳を迎えた人に贈る座布団を作る

創作粘土発表会

とき／10月19日(金)～11月2日（金） 9:00～15:00騒蕊職f鰯議会ご座慰鐵臓餌"f"")
羊
蝿

会場の総合福祉センターには、各種女性団体連

絡会の会員など約20人が参加。みなさんは今年85

歳を迎える高齢者に贈る赤い座布団120枚に房を

つける作業を行いました。

茨城銀行高萩支店窓口ロビー密22-2028

ちぎり絵展

とき／開催中～10月31日(ﾎ） 9：00～15:00

高萩郵便局窓口ロビー B22-2001

SL(蒸気機関車）写真展

とき／開催中～10月19日(金） 9:00～15:00
く育ったコンニャク

滝清男さん（上手綱)の

畑では、高さ約1.5m、

幹回り約30cmもある大

きなコンニャクが育ち

ました｡｢収穫が楽しみ

です」と滝さん。

Jj

天心記念五浦美術館 召46-5311
舟

大観・舂草展一日本画近代化への道一

とき／10月20日(士)～11月25日旧） 9:30～17:00

入館料／－般600円､高大生400円､小中生200円

＊1 1月13日㈹の「県民の日」は無料。’坤
晶
溌
一

i2



◎まちの情報をお寄せください。

し市役所秘薑課召23－7320

FKX24-4653

灘ー恩 I灘… ’， 、獣
､ ､汗｡

五穀豊穣を願って舞う

9月23日（日）

ざさらは､400毎年秋分の日に開かれるこのささらは､400

年以上の歴史を持つ市の無形民俗文化財で

す。当日は地元の小・中学生5人が獅子頭な

どを身に付けて、大塚神社の境内などで舞い

を披露しました。

萩の花を入れた栞で交通安全を願う

9月14日（金）

栞つくりに高萩警察署を会場に開かれたこの栞つくりに

は､会員など約20人が参加｡交通安全標語と萩の

花の押し葉を入れて作った栞は、 9月21日（金）

の交通安全キャンペーンで配付されました。
）

フリーマーケットで買い物を楽しむ

9月8日(土）
チームワークによるポンプ操法を競う

商工会青年部がハーモニーパークを会場に
9月2:"日〈日）

開いたこの催しには、 86のお店が集まりまし

た。衣類を中心に手づくり品など多彩な商品

が並ぶ会場には、家族連れなど多くのみなさ

んが集まり、買い物を楽しんでいました。

日立おさかなセンターわき広場を会場に開かれ

たこの大会には、 自動車ポンプの部で第14分団
かわばだ

(11 1II)が、また小型ポンプの部で第7分団(桃山下)が

出場し､チームワークによる操法を披露しました。

三世代で楽しむ

会場の総合福祉センタ

ーには、就園前の子ども

たちとお母さんのほか、

おじいさんやおばあさん

など約30組70人が参加。

みなさんは、世代を越え

ていっしょにゲームなど

を楽しみました。

絵画や写真で芸術の秋を楽しむ

9月8日(土)～15日(土）
一 和

9月16日旧)～23日旧）

美術展覧会では、 38点の会員の作品が展示されま

した｡会場の市民センターには人物画や外国の風景、

花々の姿などが描かれた力作が並んでいました。ま

た、 ｜司センターで開かれた写真展では、市内で撮影

した四季折々の風景を中心に52点の作品が展示され

ました｡それぞれの展示会に入場されたみなさんは、

作品を通して深まりゆく秋を楽しんでいました。

第21回望み会カラオケ･蕊踊発表会

蕊
9月9日（日）

文化会館を会場に開かれたこ

の発表会では、会員など約90人

が自慢のカラオケや踊りを披露

するほか、ゲストの美舟真季さ

んの歌も楽しみました。
みつる

ぐ熱0昌する鈴木癸さん(本町）
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が
３
０
０
万
人
以
上
い
る
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
白
内
障
は
充
血
や
痛
み
は

伴
わ
ず
、
初
め
の
う
ち
は
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
．
ま
た
、
片
眼
だ
け

進
む
人
も
い
れ
ば
、
両
眼
が
同
時
に

進
行
す
る
人
も
い
て
、
進
行
具
合
に

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
一
度
濁
っ
て

‐
と
》
う
こ
』
っ

眼
の
ひ
と
み
（
瞳
孔
）
の
う
し
ろ
に
あ
る

水
晶
体
が
濁
る
こ
と
を
白
内
障
と
い
い
ま

す
。
濁
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

最
も
多
い
の
は
老
人
性
白
内
障
で
す
。
老

人
性
白
内
障
は
、
帥
歳
前
後
か
ら
始
ま
り
、

、
歳
代
の
卯
％
、
卯
歳
代
で
は
１
０
０
％

に
認
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今

日
で
は
、
白
内
障
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が

１
０
０
万
人
、
病
識
の
な
い
未
受
診
患
者

茨城くみあい培士（株）
としたか

軍司寿孝さん（高萩） シ

ぞう 1 1 も‘）

す。後工程で造粒するために、原土である山土を乾燥

し、粉砕する工程です。

Q.仕事上で注意していることをお聞かせください。

A.原料は自然にある山土なので、天候などにより水分

A.工場内の全工程を習得できるように、知識と技術を

身に付け、さらに会社に貢献できるよう努力していき

たいと思います。

健康小話

、老人性白内障について
〈/霊 高萩協同病院眼科
鈴木美奈子先生

￥

＃

癖

し
ま
っ
た
水
晶
体
は
残
念
な
が
ら
も
と

に
戻
り
ま
せ
ん
の
で
、
濁
り
が
強
く
な

っ
て
物
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
生

活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば

手
術
を
行
い
ま
す
。
白
内
障
と
診
断
さ

れ
て
も
、
人
に
よ
っ
て
水
晶
体
の
濁
り

の
程
度
、
進
行
具
合
は
異
な
る
の
で
、

す
べ
て
の
人
に
手
術
が
必
要
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
内
障
の
軽
い

時
期
に
は
、
目
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
目
薬

録
は
完
全
に
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
出

Ⅷ
来
な
い
の
で
、
定
期
的
に
診
察
を
受

酔
け
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。
白
内
障
は
、

検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
見
つ

け
ら
れ
な
い
の
で
、
心
配
な
人
は
眼

科
で
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ー

峠

一

第
鏥
回
嵩
齢
害
福
祉
大
会
と

第
率
回
高
齢
害
を
囲
む
三
世
代
の
集
い

９
月
幅
日
（
土
：
敬
老
の
日
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
か
れ

た
こ
の
催
し
に
は
、
約
６
０
０
人
の
み
な

さ
ん
が
参
加
。
優
良
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど

の
表
彰
に
引
き
続
い
て
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
昼
食
を
と
り
な
が
ら
み
な
さ

ん
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

§

鯵弱t‐

馨鷺
市
長
が
米
寿
の
み
な
さ
ん
を
お
祝
い

８
月
屹
日
（
水
）
～
叫
日
（
金
）

合
年
朋
歳
に
な
っ
た
沁
人
の
み
な
さ
ん

と
市
内
最
高
齢
者
で
１
０
３
歳
に
な
る
鈴

木
リ
ウ
さ
ん
、
合
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る

添
田
ミ
ツ
さ
ん
宅
を
市
長
が
訪
れ
、
記
念

品
を
手
渡
し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
．

［
写
真
・
・
市
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
る

新
井
マ
ツ
イ
さ
ん
（
石
滝
）
］

“
勤
労
蕾
少
年
ホ
ー
ム
で
美
術
講
習
会

Ｔ
Ｔ
ｒ
ｆ
Ｊ
》
Ｌ

砂
＃
８
月
調
巳
（
水
）
～
９
月
２
日
（
日
）

、
高
萩
市
文
化
協
会
な
ど
が
主
催
し
て
開

か
れ
た
こ
の
講
習
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

別
人
の
み
な
さ
ん
が
参
加
。
県
内
外
で
活

躍
す
る
美
術
家
を
講
師
に
迎
え
、
洋
画
と

日
本
画
の
美
術
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
し
た
み
な
さ
ん
は
、
静
物
や
人
物
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
熱
心
に
描
い
て
い
ま
し
た
．
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匡供映画会1 11月10日出14:30～
｢美しいさいどのひと葉｣｢北風と太陽」

Iあり”教室1 10月20日|土114:30~
｢どんぐりとくり」｢とんぼ」

｢パッチンカメラ」

’f拳醗書館からのお願い“磯

Ⅲ ､9月に実施した蔵書点検の結果、新たに258冊の

不明本がありました。その大半は貸出し手続きがさ

れないまま館外へ持ち出された本です。

公共図書館は、利用者が自由に出入りし、閲覧、

貸出しが受けられることを基本とし、利用者との信

頼関係の上に成り立っています。 しかし、一部の心

無い利用者の行為により、その資料が利用できなく

なることは、他の利用者にとって、また、図書館に

とっても大きな損失です。利用者がルール、マナー

を守り、いつまでも自由で気軽に利用できる図書館

であるよう心がけたいと思いますので、ご協力をお

願いします。

図塞鑑
□■ヘ■ ■FJJJ■
行ごう’
恋23-7174

あ'さな○ヨ
10月28日旧|10:30～＜図書館まつり＞

パネルシアター「三匹のやぎのガラガラドン」

｢おむすびころりん｣他

11月14日(ml14:30~

絵本「ポッポとプップ」

紙芝層「ぺろぺろん」

”燕搦ｼ津湾「さるかに合戦」

張
鴨
９
５

－
瓠
碧

０
】
【
０

南|龍|;記蒔

一

I図書館ｶﾚﾝダｰ ●は休館日

日月火水木金土
’ 幹

q ､蝿･が
，認誤 . ‐

ノ薦､ 7
101'4
月21
28

日月火水木金土

霧 ’ 2④

謹鱒
,,；
月’8
25

鶏曹驚…購綴職…． ~驫懸穂"r Ll&
識
》
》

ボｲｽ〆~5、今月の

UOICe窯美鑿訓課慧）
今日は学校帰りに、本を返しに来ました。二人いっ

しょに来るのは初めてですが、それぞれ小説を借りた

り、参考書を借りたりして利用しています。図書の種

類が豊富なのが、便利でいいですね。

噺
灘

….

P

琴

》
汗
鰄
剛
剛
純
諜
辛
《
一

》
￥
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
が
大
赤
水
は
国
内
各
地
の
地
図
を
入
手
、

》
や
阪
で
出
版
さ
枚
た
の
は
、
安
永
八
年
あ
る
い
は
写
し
と
り
、
そ
救
ら
を
校

懇
（
一
七
七
九
）
赤
水
が
、
一
ハ
三
歳
の
と
正
し
た
後
に
編
集
し
、
独
自
の
日
本

織
醐
暇
鯉
鯛
脹
蕊
簾
鰹
風
織
篭
無
蹄
趨
》

FGUIDE､…鍵蕊簿蕊灘

I|)(I|驚
驚
蕊
鶯
灘
蕊
驚
霞
啄
鳶
鴬
麺
、
講
鄭
静
鱒
蝋
顔
卿

X1R霊館ガイ1，息

意図混難塾廿=卜
(津軽言胸耒錦）
…

愈篭

噂 護
⑳ 、 ‘

⑧
‘

ー,

；
…

か
い
せ
い
に
ほ
ん
よ
ち

『
改
正
日
本
輿
地

露

ぜ
ん
ず
へ
ん
さ
ん

全
図
』
の
編
纂
｛
孟
一
｝

入場券発売日10月21日(日)～I
プレイガイド酔一ニーーーニーニーニニさ

田所書店、伸屋書店、Yシヨヅ
プサカモト、モンペリ上島名ね。
もと・せきね、滝の湯鉱泉湯治

センター、和田ストアー(+王)､ピ

アノマート (雛)、日立市民会館、

高萩市文化会館
篭鍵鍵譲

?"剛､‘……'w"伽､ "･""罰"帆､‘ "..…､‘‘Ⅷ '‘ ".…､､"卿､‘…" "､%'"･…‘‘"Ⅷ岬．.・・ ."""'"".…､‘Ⅷ"I, ….""帆綱"..､ .‘"'"""..･ .‘‘卿剛‘，‘‘…‘‘"I“

： 高萩市市民憲章
昭和49年制定

: l. 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

掌 1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

: 1.礼儀を正しく、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

; 1.元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

胃 1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

知Ⅷ'''6 ･◆◆◆ 'Ⅷ11冊い ･･･ ⅦMⅧ1 ... ,ⅢLM1Ⅷ16 ◆◆今 ，11咄叫 1, ◆cゅ ''1mⅧ1 1'､ ･･･ ｡､L 1ⅧW1I ･･･ ,Ⅵ ⅦMILh ●･Q mL1IMhL,1 ◆■● ､ ul咄Mい､ Ⅱ“｡ ,叩ⅥⅧL I ,凸◆｡ ,,ⅧⅦⅦ b ,･･･ 11 ⅦⅧ

二
二
幸
芦
二
・
日
ｅ
凸
■
二
二

二
二
二
幸
Ｆ

■
Ｐ
ｇ

ワ
ニ
三
二
謹
壼
Ｆ

呂
叩
凸
■

呈
多
二
三
二
二

二
◆
令
●

ＦＦ

二
言
宝
三
室
Ｆ
４
４
●
ろ
三
二
二
章
ち
ぎ
毎

●
令
や
ニ
コ
ニ
ニ
ゴ
幸

桜井亜美さん(本町）

il5

：

蕗
』
Ⅱ

『
＃

牌



一
募
集
一

旧
月
幅
日
（
月
）
か
ら
四
日
（
日
）
ま
で
の
１

週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
利
用
促
進
を
図
る
行
政
相
談
週
間
で

す
。
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
行
政
相
談
会
と

人
権
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時
旧
月
記
日
（
金
）
午
前
旧
時
か
ら
午

後
３
時
。
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

▼
内
容
離
婚
、
相
続
、
親
族
関
係
鬘
産

分
割
、
金
銭
員
借
、
交
通
事
故
、
土
地
家
屋

な
ど
の
無
料
相
談
。
▼
相
談
員
弁
護
士
、

不
動
産
鑑
定
士
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど

裁
判
所
に
届
す
る
調
停
委
員
。
▼
募
集
人
員

㈹
人
（
先
着
順
）
。
▼
申
込
電
話
で
秘
舌
課

へ
申
し
込
み
．
▼
問
合
せ
秘
書
課
容
（
調
）

７
３
２
０

暮らし 役立つに行
政
・
人
権
栂
談
議

調
俸
雲
霞
翰
溌
律
穏
談 宅配便酉

拳●緩呼捗尋謬砂曝鯵争拳や令響審謬審腰鯵零鯵欝霧季鯵”呼守砕尋で命辱零喉辱儒鯵雷奪辱籍等零鯵霞噂噂鱈●尋”命ぽ讐鯵●鯵紗蟹奪嘩需辱昏昏辱鯵奪紗噂『●Pやや

▼
日
時
旭
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
別
分
市

役
所
集
合
、
８
時
釦
分
出
発
。
午
後
４
時
卯

分
市
役
所
着
（
予
定
）
．
▼
場
所
と
内
容

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館
（
７
月
に
オ
ー
ブ
ン
）

の
見
学
、
笠
間
で
焼
き
も
の
見
学
と
絵
付
体

験
．
▼
交
通
市
の
福
祉
バ
ス
「
は
ま
な
す

号
」
を
利
用
。
▼
募
集
人
員
妬
人
．
▼
参

加
費
大
人
／
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
／
５

０
０
円
。
▼
対
象
者
母
子
家
庭
や
父
子
家

庭
、
両
親
の
い
な
い
満
旧
歳
ま
で
の
人
と
そ

▼
日
時
Ⅲ
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
３
時
訓
分
ま
で
．
▼
場
所
市
役
所
の
市

民
相
談
室
。
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

所
届
の
弁
護
士
会
沢
克
男
先
生
．
▼
定
員

６
人
（
先
着
順
）
。
＊
相
談
時
間
は
１
人
加
分

程
度
．
▼
申
込
旧
月
鯛
日
（
月
）
午
前
８
時

釦
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
．
＊
こ
の
時
間

前
は
全
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘

髻
課
召
（
四
）
７
３
２
０

▼
日
時
旧
月
旧
日
（
金
）
午
前
Ⅲ
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
．
▼
場
所
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
．
▼
内
容
行
政
相
談
》
国
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
。
人
権
相
談
》
い
じ
め
や
い

や
が
ら
せ
、
近
隣
関
係
の
悩
み
な
ど
。
▼
相

談
員
行
政
相
談
委
員
と
人
権
擁
護
委
員
。

▼
問
合
せ
秘
壹
課
容
（
鯛
）
７
３
２
０
市

民
課
容
（
四
）
２
１
１
６

親
琴
曹
ご
や
か
事
業
の参
鯛
慧

無
料
の
法
律
相
談

－

暢戦紗鯵樺囎醗緋鯵職韓蘇蜜、 噂 嬢鯵綾厚 ●蝉鯵縛 鷲 縁鯵鯵抄噂‘鰐呼鮮簿’ 零辱蒔電． 鍵 静紗聯奪鮮聯紗鯵 鞠 診謬嘩誤僻やや鯵守鯵響挙管

▼
日
時
Ⅲ
月
四
日
（
金
）
。
発
表
の
部
／
午

前
相
時
開
演
．
鑑
篁
の
部
／
午
後
３
時
卯
分

開
演
（
予
定
）
．
＊
入
場
無
料
。
▼
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す
る
人
．

要
餅
纒
記
鐵

織
吐
唾
唾
稗
私
虐
味
韮
夢

嘩

せ
文
化
会
館
冠
（
四
）

７
４
１
１

こ
の
冊
子
は
、
文
化
協
会
々
員
に
限
ら
ず
、

高
萩
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
み
な
さ
ん
の
発
表

や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
年
１
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
第
８
号
に
掲
載
す
る
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
．
▼
募
集
原
稿
高
萩
市
に
関
わ
る

自
由
な
テ
ー
マ
で
、
４
０
０
字
程
度
の
原
稿

と
写
真
１
枚
。
▼
締
切
り
旧
月
訓
日
（
水
）

ま
で
。
▼
問
合
せ
生
涯
学
習
課
狂
（
羽
）
１

１
３
２

の
保
護
者
。
▼
申
込
所
定
の
申
込
害
に
該

当
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
黄
を
添
え
て

川
月
訓
日
（
水
）
ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ
申
し

込
み
。
▼
そ
の
他
同
一
食
は
主
催
者
で
用
意

し
ま
す
．
▼
問
合
せ
福
祉
事
務
所
召
（
四
）

７
０
３
０
高
萩
市
母
子
舅
婦
福
祉
会
石
井

和
枝
さ
ん
査
（
由
）
３
８
０
１

第
訂
回
濤
萩
市
罵
憲
楽
祭

鍵
職
場
書

震
萩
市
民
文
化
誌

『
ゆ
ず
り
は
』
第
ｓ
雷
の
原
稿

‐

蝉辱雷響鯵参僻辱●導鯵曇奪聯鯵辱鮮鯵零零零醗鯨鯵や噂鯵伊酵令停呼辱鯵嘩奪零鯵鯵謬俸鈴謬鰐華母感鯵伊辱響守砕伊鯵揮霧疹癖紗等静辱響警鯵謬鈴僻●轡●辱い④●

次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時
募
集
し

ま
す
．
こ
の
募
集
で
は
、
入
居
希
望
者
で
要

件
を
備
え
て
い
る
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
申
込

害
を
提
出
し
、
住
居
が
空
き
次
第
、
受
け
付

け
順
に
入
居
で
き
ま
す
。
な
お
、
花
舅
住
宅

Ｃ
棟
を
除
き
、
印
歳
以
上
の
単
身
者
の
入
居

が
可
能
と
な
り
ま
す
．
▼
入
居
受
付
Ⅲ
月

１
日
（
木
）
か
ら
順
次
受
け
付
け
。
▼
問
合
せ

建
築
課
冠
（
羽
）
７
０
３
２

▼
募
集
対
象
住
宅

▼
日
時
旧
月
訓
日
（
日
）
午
前
９
時
訓
分
か

ら
午
後
２
時
ま
で
．
▼
会
場
サ
ン
ス
ボ
ー

ツ
ラ
ン
ド
高
萩
．
▼
競
技
種
目
夕
ｌ
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
他
９
種
目
。
▼
参
加
費
無
料
．
▼
問

合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
恋
（
記
）
７
０
３
６

平
成
旧
年
度
い
ば
ら
き
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ｄ
ａ
ｙ

蘂
慨
画
ふ
れ
燕
い

ス
ホ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
書

＊
Ｋ
は
キ
ッ
チ
ン

＊
脈
は
ダ
イ
ニ
ン
グ

キ
ッ
チ
ン

市
薑
住
濯
の
入
居
者

》
頚
斗
い
…
鐸
癖
瞬

16

花
貢
住
宅
Ｂ
棟

花
貢
住
宅
Ｃ
棟

３
脈
（
４
．
５
，
３
，
６
、
Ⅸ
）

く
〕
脈
（
４
．
５
，
３
，
６
、
眺
）

花
員
住
宅
Ａ
一

３
肌
（
４
．
５
，
３
，
６
，
脈
）

萩
ヶ
丘
住
宅

駒
木
原
住
宅

２
眺
（
１
階
脈
、
２
階
４
，
３
）

■
溌
箔
認
口
万
・
５
，
６
，
Ｋ
）
？
’

駅
Ｊ
（
１
階
Ｋ
、
２
階
４
，
３
）
？

競
駆
叫
縦
八
群
私
獅
１
飛
斗
虻
ｔ
１
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

葱
跡
澤
罰
階
眺
、
２
階
４
３
）
？
・

郡
（
６
，
６
，
Ｋ
）

2K

I
灌
堅

灘



▼
日
時
旧
月
仰
日
（
水
）
・
調
日
（
月
）
午
前

９
時
訓
分
か
ら
吃
時
釦
分
ま
で
。
▼
会
場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
．
▼
内
容
〃
日
（
木
）

／
ビ
タ
ミ
ン
料
理
ゞ
羽
日
（
月
）
／
食
物
繊
維

た
っ
ぷ
り
料
理
．
▼
募
集
人
員
両
日
と
も

加
入
（
先
着
順
）
。
▼
申
込
仰
月
９
日
（
火
）

か
ら
電
話
で
申
し
込
み
．
▼
問
合
せ
健
康

づ
く
り
課
召
（
餌
）
２
１
２
１

ム
エ
事
現
場
見
学
、
地

場
産
品
展
示
即
売
、
竹

細
工
、
餅
つ
き
等
。
▼

問
合
せ
小
山
ダ
ム
建

設
促
進
対
策
協
議
会
事

務
局
（
企
画
開
発
課
内
）

召
（
四
）
２
１
１
８

灘
ん
感
お
い
雷
よ
…

小
山
ダ
ム
濠
つ
り

▼
日
時
旧
月
叫
日
（
日
）
午
前
旧
時
か
ら
午

後
１
時
ま
で
。
▼
場
所
小
山
ダ
ム
建
設
工

事
現
場
展
望
台
駐
車
場
。
＊
荒
天
時
は
、
横

川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
．
（
改
善
セ
ン
タ
ー
に

は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
．
車
は
小
山
ダ
ム

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
会
場
ま
で
送
迎

し
ま
す
）
▼
内
容
ダ

Ａ
ｌ
一
ヨ
ヨ
「
。
℃
ヨ
｜
刀
一
コ
ロ
ュ
プ
ア
、
お
ｕ
ン

一
お
知
ら
せ
一

健
康
料
理
教
案
鋤
参
加
者

罫堅 工事用道路
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種
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高
萩
市
観
光
協
会
が
主
催
す
る
芋
煮
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時
川
月
３
日

（
文
化
の
日
）
午
前
川
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
。
＊
雨
天
の
場
合
は
４
日
（
日
）
に
順
延
．

▼
会
場
花
三
さ
く
ら
公
園
。
▼
内
容
芋

煮
、
フ
ラ
イ
ド
ボ
テ
ト
等
、
各
２
０
０
円
。

▼
問
合
せ
商
工
観
光
課
召
（
羽
）
７
３
１
６

▼
日
時
川
月
旧
日
（
土
）
午
前
８
時
卯
分
か

ら
午
後
２
時
嶋
分
ま
で
．
＊
雨
天
の
時
は
、

川
月
Ⅵ
日
（
日
）
に
順
延
。
▼
会
場
秋
山
小

学
校
の
校
庭
．
▼
内
容
芋
煮
会
と
分
館
対

抗
運
動
会
．
▼
問
合
せ
中
央
公
民
館
召

（
羽
）
１
１
２
５

▼
対
象
５
歳
児
／
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
。
４
歳

児
／
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
旧
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
幼
児
．
＊
入
園
し
て
い
る
４

歳
児
で
同
じ
幼
稚
園
に
通
園
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
募
集

人
員
各
幼
稚
園
と
も
、
５
歳
児
／
妬
人
、
４

歳
児
／
弱
人
。
＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
願
書
の
配
布
と
受
付
旧
月
Ⅱ
日
（
木
）
か

ら
各
幼
稚
園
で
願
書
配
布
．
旧
月
旧
日
（
月
）

か
ら
旧
月
塑
日
（
月
）
ま
で
各
幼
稚
園
で
受
け

付
け
・
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま

秋
の
芋
煮
会

識
山
趣
区
分
鱸

『
秋
の
収
穰
祭
毒
承
ボ
ー
ツ
大
《
蕊

平
成
卿
年
撫
鬮

入
園
鰯
鯛
穂
鬮
隠
募
集

ー

‐
で
・
旧
日
（
土
）
・
加
日
（
土
）
は
、
午
後
吃
時
ま
・
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．
▼
問
合
せ
学
校
教

識
で
自
第
一
幼
稚
園
画
＠
２
４
７
６
／
松
岡
幼
稚
評
育
課
画
（
四
）
１
１
３
５

零

や

瀞
園
画
（
翌
２
１
０
３
／
束
幼
稚
園
冠
（
空
４
４
６
５
§

嘩

嘩

一
細
剛
盤
溌
熊
野
鴎
認
鵯
呼
暴
露
湧
慧
雷
蕊
雲
鰯
雲

李
謎

＃
▼
問
合
せ
学
校
教
育
課
恋
（
四
）
１
１
３
５
雛
茨
城
県
と
県
北
臨
海
都
市
圏
（
日
立
市
常

伊
鯵

辱

霧

傷
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市
十
王
町
東
海
村
）
は

嘩

傘

》
平
成
卿
年
麗
鱗
琴
児
の
腱
康
診
噸
？
一
哩
緬
壼
呵
檸
郵
癖
諫
酎
読
電
詐
諦
諦
壱
蝿
来

謬

嘩
来
年
４
月
に
小
專
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
》
ｎ
月
か
ら
Ⅲ
月
に
か
け
て
交
通
実
態
調
査
を

準

鯵

》
ん
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
▼
日
程
（
会
》
行
い
ま
す
．
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
の

妙
塲
は
入
学
予
定
の
学
校
）
高
萩
小
学
校
”
旧
読
中
か
ら
、
約
６
千
世
帯
言
誕
巾
は
６
０
０
世
帯
）

峠
月
四
日
（
月
）
／
秋
山
小
学
校
恥
旧
月
盟
日
諦
を
選
び
、
｜
日
の
う
ち
に
「
ど
ん
な
目
的
」

紗

傘

叡
（
月
）
／
松
岡
小
学
校
唖
旧
月
訓
日
（
水
）
／
束
。
で
「
ど
ん
な
交
通
手
段
」
で
「
ど
こ
か
ら
ど

紗

警

殿
小
学
校
”
扣
月
旧
日
（
金
）
／
君
田
小
学
校
零
》
こ
ま
で
移
動
し
た
か
」
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

癖
仰
月
四
日
（
火
）
▼
受
付
時
間
午
後
１
時
か
》
調
査
期
間
中
、
調
苣
員
が
各
家
庭
に
伺
い
ま

》
ら
。
＊
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
普
通
の
学
校
》
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問

僻

零

″
で
は
就
学
が
困
難
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
が
癖
合
せ
都
市
計
画
課
容
（
四
）
７
０
３
４
茨
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⑲

”
い
る
人
や
健
康
診
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の
た
め
の
通
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が
届
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城
県
土
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部
都
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局
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市
計
画
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Ｂ
Ｏ
２
９

蝿
て
い
な
い
人
指
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日
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受
診
で
き
な
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人
。
（
３
０
１
）
４
５
９
２
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Ⅱ
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０
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Ⅲ
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ｆ
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INFORMATION

高諦一タリークラブ
"?チャリティーダンスパーティ－
よ曾常係 ,

○日時 10月20日(土)午後5時～8時30分。

○会場高萩市民体育館。

○パーテイー券2,000円。

○申込常陽銀行高萩支店内高萩ロー

タリークラブ事務局(B24-0505)

まで(火･水,木曜日の午前10時~午後3時)。

●江尻寛さんB22-3149

雛野球ﾁｰﾑ職ﾛｽ卿-膳手募集
識；

○資格昭和18年4月1日以前に生

まれた人で心身ともに健全な人。

・ロブスターズ事務局皆川敦さん

冠22-5700(昼間） 冠22-2092(夜間）

J北茨城養護学校の“北養祭”
蕊”

○日時 10月21B(B)午前9時30分

～午後2時10分。

○会場茨城県立北茨城養護学校。

○内容お祭り広場や作品展、模擬

店、バザーなど。

●茨城県立北茨城養護学校恋43-2622蕊6回｢親称の集い」
謬

○日時 1 1月4日（日）午前9時30分

～午後3時（雨天決行)。

○会場林木育種センター(十王町伊師)。

o内容展示や木工教室、苗木配布等。

●林木育種センター召32-7002

第謝パッチワークキルト

;ッｰｸﾙ展
oとき 10月26B(金)～28B(B)。

o会場総合福祉センター。

●鈴木和子さん召24-2430

自然とふれあうネイチャーゲｰﾑ大会

○日時 10月21B(日)午前10時～12

時30分（雨天中止)。

○会場高萩森林公園。

○参加費200円(傷害保険･体験ｼｰﾙ代)。

○持ち物敷物、バンダナ、筆記用具。

○申込電話で申し込み(当日､会場申込あり)。

・ひたちネイチャーゲームの会

照井菫隆さん召23-2061

■ 口艤らく男女(ひと)のふれあい
瀞窪ﾃｨｰ｣独身男女参加者募集
○日時 10月27B(i)午後2時～4時。

○会場茨城県立中小企業福祉センター(日飾)。

○参加費男性／4,000円、女性／1 ,500円。

○定員80人（定員になり次第締切り)。

○申込氏名･年齢･住所･電話番号･勤務

先を明記し､ハガキまたはFAXで茨城県

立中小企業福祉センター(5317-0076日

立市会瀬町4-9-13FAXO294-37-3180)へ。

●茨城県立中小企業福祉センター召0294-37-3096

§鳥地売払い(一般競争入札）
蕊鼠

○売払物件高萩市本町3丁目154番

地（高萩保育所北側)。

○地目と面積宅地で332.71㎡。

□現地説明会 1 1月13日(火)午前10時30分~。

○入札日時 11月28日(水)午前10時30分~。

○入札会場県高萩合同庁舎。

○ホームページhttp://www.pref.

ibaraki.jp/tp/tochi

●茨城県総務部管財課召029-301-2380

ー

アクリル毛糸でボールたわしづくり

○日時 10月18日(木)午前9時30分～。

o会場松岡地区公民館。

o持ち物7号のかぎ針。

・高萩市明るい社会づくレノ推進協議会

斉藤光代さん画090-9133-2413

荻原洋子さん画090-9130-6665
関燕越税理士会水戸.畑.日立
鼻｡支部合同無料相談キャラバン
灘無．、

○日時 1 1月16日(金)午前10時～午

後3時。

○会場総合福祉センター。

○内容法律および税金の無料相談

（弁護士と税理士が応対します)。

●関東信越税理士会日立支部BO294-21-6030

赤ちゃん写真展作品募集
響一

○応募作品ｶﾗｰ写真4ﾂ切(245mmx305mm)。

o応募資格住居か勤務先が日立市、

常陸太田市､高萩市､北茨城市､十王

町でお子さんが3歳までの人。

○申込応募用紙と作品を郵送または持参。

＊1 1月8日必着(〒317-0063日姉若葉町1-16-1)。

●茨城新聞社日立支社恋0294-22-4466

第駒Iie.晩ワーク

;liセミナー(再就職準備ｾﾐﾅｰ）
○日時 10月29日(月)’30日(火)午後1時～4時。

○会場日立市女性センター(らぼ一るひたち)。

○対象育児、介護等で退職し、再就

職を希望している人。

○募集人員20人(2日間受講できる人)。

○申込 10月22B(月)までに電話で。

○その他乳幼児等の一時保育有り･

。（財)21世紀職業財団茨城事務所

恋029-226-2413

＝
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三 三
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茨勵目司購瀧9月30日から実施
1日： 5,167円（35円引上げ）

1時間：646円（4円引上げ）

職労働融鱸報賃鑑識029-224-6216

識"善意鋤慧､蕊
＊社会福祉協議会へ

・武田幸男さん(高萩） 100,000円

。(故)長久保忍さん(赤浜） 200,000円

・有明町納涼盆踊り実行委員会

20,000円

・熊田恒男さん(高萩） 100,000円

。(故)住谷くりさん(有明町） 200,000円

・柴田進さん(高萩） 100,000円

・高萩市カラオケ望み会 30,000円

＊図書館へ

・木村雪江さん(高浜町） 図書寄贈

・長久保源藏さん(赤浜） 新本寄贈

篤率””鯵”〉〉”””〉藤綴蕊後霞婁〉

四
六
年
目
に
迎
え
た
市
報
五
○
○

号
。
私
自
身
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
を
重

ね
て
き
た
市
報
に
接
す
る
と
、
自
分

史
を
振
り
返
る
よ
う
な
思
い
が
し
ま

す
。
表
紙
に
現
れ
た
古
い
写
真
か
ら

は
、
自
分
の
生
き
て
き
た
証
を
見
る

よ
う
で
安
堵
と
と
も
に
懐
か
し
さ
を

覚
え
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
先
、
千
号

は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
な

ど
と
考
え
な
が
ら
私
に
と
っ
て
八
九

回
目
の
後
記
を
記
し
て
い
ま
す
．
固

「
三
世
代
の
集
い
」
に
参
加
し
て
い

た
高
齢
者
ク
ラ
ブ
み
な
さ
ん
は
、
元

気
ハ
ッ
ラ
ッ
。
得
意
の
舞
踊
な
ど
を

ス
テ
ー
ジ
で
み
ご
と
に
披
露
し
て
い

き
ま
す
。
「
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
た
ら
、

筋
肉
痛
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

な
」
と
運
動
不
足
の
我
が
身
を
考
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
元
気
な
み
な
さ

ん
を
見
習
っ
て
今
年
の
秋
は
、
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
固
画
】
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■第3回学童軟式野球新人大会市予選会

□とき 9月8日(土) ・ 15日(土）

口会場市営野球塲

口参加チーム 6チーム

［優勝］松原野球スポーツ少年団

［準優勝］高浜野球スポーツ少年団

［第3位］松岡野球スポーツ少年団・十王少年野球団

SPORTS
無縫⑬糎談 溌箪議蕊蕊舞

一
k :． '点}‘ ‘・錐､蔚鄭:f← ： , ； ， 、津轟螺､;津､罰､.:典湾鐸裁議驚蕊蕊調

スポーツの結果(敬称略）

で行蔬蕊
毒一“一

､ 韻 ､ 韻 ､韻 ､ 設 品〈韻 ､ 誤 晶設 、、 鄙 > ､ ミ ミ

■高萩市ソフトボール和田杯争奪第7回シニアソフトボール大会

□とき 9月2日（日） ［優勝］ 秋山

口会場高浜運動広場・秋山小学校校庭 ［準優勝］石滝サンマリン

ロ参加チーム 8チーム ［第3位］高浜ワンワン
く哩己竺竺担謹__－－－－－〉
日時:毎週木曜日の午後1℃蕊きき
時／場所：総合福祉センター§ §
＊相談の内容により弁護士榎談を

受けることができます｡ -:i

●社会福祉協議会電23感鋤1Ⅳ

1…

第21回高萩市民総合体育大会の参加者を募集
§

兼第15回市民ゲートボール大会

□とき 1 1月10B(i)*小雨決行

口会場高浜運動広場

口対象一般

口参加料 1チーム2,000円

■問合せ高萩市ケートボール協会

飯田正巳さん召22-3794

兼第25回市民バドミントン大会

□とき 1 1月4日（日）

口会場市民体育館

口対象高校生・一般

口参加料 1チーム1 ,000円

■申込 10月9日(火)から27日(土)ま

でに市民体育館恋23-2552

、

蕊畷”0月1ル

鶚織§溌俊3鰭〆場
鵯: , ，、 《 ､ '

j蛙活環境課
ー

： 、 ．

”ソヂM1

瀬捌鯉00珈認念
師獅羅’熟く補装具の巡回相談 ＞

日時:10月26B(金)午前9時～正

午／場所：総合福祉センタ－f

●福祉事務所登23=7030F"
. J､ ､ ､ ､

糠雷託
23日(火)､11月7日体)､14言啄)、
午後1時~2時/場所:日立像健所
●日立保健所恋0294-2Z4188

兼第27回市民卓球大会

□とき 10月21B(B)

口会場市民体育館

口対象中学生・高校生・一般

口参加料中学生:300円、

高校生・一般:500円

■申込体育協会卓球部長谷沢省一さん

召22-4433

ふ鰄い鼎北ｻｿｶｰﾌｪｽﾃｨパﾙ1
Jの参鵬欝集

□ときf' 11月1私郎辻)･ 18B(日）

籟歸鎚獅
; !; # ＊小雨

!i感会場
鈴l､ 』

DW'蕊族や気 う仲間5"上で蕊誌"‐Y･ ｝〈 』

チームを作り

灘溌上蕊議悪曇謹
を行います。未経験者大歓迎。

： 浮雲､､､ , 尹

口募集f f①②の参加者を募集します。

口申込市役所などに備えてあるパン

〃フレット珪笠は日立市ポｰﾑぺﾆ‘ジ

慧翼鑿
を確認し､11月
■問潜種企画
尉碓域圏交
灘偏(日立市蝿容029"2-3''' ;fr

接韻､ , ' 字 ､

r j1 ､『 、‘ハ､ざ ／’ v－:《ﾉ

"J’〆日立市ボ窪ﾑぺｰｰｰ､ジアドレス､とネ

Ⅲ叩WVWvwnet-ib副瀬溌jp/h'tach'/",曇: ｡;-癖 1竃;葛＞､ ミン:ゾ

10月14日(日)埼玉蕊瀧溌迩で開か
れる(社)日本空手協会第26回関東

地区空手道選手権大会個人戦に3人

のみなさんが出場します･

秋山小学校5年(女)関口理沙さん（写真左）

秋山小学校5年(男)菊地裕徳さん(写真中央）

秋山中学校1年(男)西川諒さん（写真右）

蕊
L＝

総合福祉センター内浴場

廻副9(火)･22（月）
唖副12(月)･26（月） i

花貫物産センター 。

鰯惑9(火)･16(火)･23（火）
30(火) = :"

’睡副6(火)･'13（火）

1､イレの汲み取り

画副7(日)･8(月)･14(日)
： 21 （日）・27(土)－29（月）

m3("･4(B)･11(B)

'2(BL_=、

口日時 11月4日(日)午前9時～午後3時。口会場北茨城市大津漁港広場。
口内容アンコウ鍋無料試食やサンマのつかみ取り、歌謡ショーなど。

十王町|山彦の会ミュージカル｢山彦ものがたり」 JホールB32-711
口日時 1 1月10B(i)午後1時30分開演。口会場 Jホール。

ロチケツト S席3,000円/A席2,500円/B席1 ,600円（全席指定)。

常陸太田市第15回罰聴全国大会 都々逸全国大会事務局(常陸畑市商工観光課内) 圃0294-72-3111
1 1月23日(勤労感謝の日)午前9時開演。＊入場無料。
生涯字習センターふれあいホール。

口日時

口会場

日立市日立港秋の味覚まつり 日立市農林水産課B0294-22-3111

10月21日(日)午前10時～午後5時｡口会場日立おさかなセンター周辺特設会場。
地元の水産物や農産物などの直販、北海道物産の販売、抽選会など。

口日時

口内容
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蕊
鰯
灘
圏
蕊
鐵
鶏
師
霧

ず等'↑玲筈乾き､配

謬

11

一蒋篝ダムー

慧雲鑿
弓 『

沼田徳保さん

（十王町）

X高萩美術協会会員

[絵(水彩)と文］

譲
謬
等

ダムは水という恵みを約束して
じkうかく ざつ りっ かん

いる｡城郭のような風格と111乞立感、

周囲の四季の変化に調和した静寂

の中の生命体。春は花、初夏の新
せい らん

緑、盛夏の青嵐、秋の紅葉、そし

て冬の雪。

ダムには､それらがよく似合う。

L声

学
び

職剛諦のｾﾝダﾝ芙議全捌
る

正門を入るとすぐ目の前に立つ 大

センダン。発芽の頃から早くも香樹
せんだん かんば

気があり、 「栴檀は双葉より芳し」
ことわざ

の諺があります。大成する人は子

どもの時からすぐれているという

意味で、この木のように成長する

願いが込められています､

蜂。

癖

zF

Ij

(撮影／赤浜地内）
漕

轤騨鰯 法

（
》

10月 日曜当番医です。

日 病院･医院名（所在地） 電話

7日立花医院（東本町） （22)3512

'4日韓鷆轤僚良川‘ (23)''2’（32)3266

21日内田医院（大和町） ｜(22)2137
28日|石医院(東本町） 「(23)1711

11月〔時間〕午前9時～午後4時

日 病院･医院名（所在地）

4日滝川医院（春日町）

!'日蛎リョ引鴎
18日たばたクリニック(高戸）

25日高萩それいゆ病院(上手綱）

電話

(23)3100

(22)1000

(32)3232

(20)5511

(24)0770

蕊

⑩月瑞市報たかはぎ
平成13年10月5日発行 No.500

10月の納税
*市県民税（第3期）

伝納期は、 10月31日(水)です。
*国民健康保険税（第5期） ＊国民年金（10月分）

■編集／高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

召0293(23)7320

■印刷／㈲さくらい印刷所

■ホームページで市報がご覧になれます。

ホームページアドレス http://www.net-ibarakme.lp/takahagi/

■市報への意見や市への要望は､Eメールでお寄せください。

電子メールアドレス takahagi@ponet-ibarakinejp

9//1現在人□34,482人(＋10）

ミメ垂画： 男 16,979人(+10）
急牽色女 17,503人(±0)
姿鐘壼､
之諄 鈩一 ､ 玲鈩『学' ¥

（)は前月比世帯数11,990世帯(+21)
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